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(百万円未満切捨て)

１．平成25年３月期第１四半期の連結業績（平成24年４月１日～平成24年６月30日）

（１）連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期第１四半期 26,204 △5.6 721 8.0 962 22.0 533 42.5

24年３月期第１四半期 27,770 42.5 667 113.8 788 106.6 374 70.8

(注) 包括利益 25年３月期第１四半期 327百万円(△28.7％) 24年３月期第１四半期 459百万円(－％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年３月期第１四半期 10 .16 10 .10

24年３月期第１四半期 7 .18 7 .16

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年３月期第１四半期 80,574 26,044 31.4

24年３月期 83,759 26,167 30.5

(参考) 自己資本 25年３月期第１四半期 25,311百万円  24年３月期 25,506百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 24年３月期 ― 6 .00 ― 8 .00 14 .00

 25年３月期 ―

 25年３月期(予想) 8 .00 ― 8 .00 16 .00

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 66,000 10.8 2,400 6.8 2,550 1.4 1,450 44.4 27 .58

通期 133,000 6.0 5,300 4.0 5,500 1.2 3,100 17.3 58 .96

djk28509
スタンプ



  

 

 
(注) 第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別するこ

とが困難な場合」に該当しております。詳細は、四半期決算短信【添付資料】４ページ「（３）会計方針の

変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

  

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了してお

りません。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあり

ません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな

る条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】３ペ

ージ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

  

  

  

  

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年３月期１Ｑ 55,432,000株 24年３月期 55,432,000株

② 期末自己株式数 25年３月期１Ｑ 2,852,080株 24年３月期 2,866,941株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期１Ｑ 52,571,205株 24年３月期１Ｑ 52,213,420株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年６月30日）におけるわが国経済は、震災復

興需要を背景に緩やかな回復傾向が見られましたが、長引く欧州債務危機や円高に加え、新興国の景気

減速懸念等、依然として先行き不透明な状況で推移しました。 

このような状況の中で、アジア地域を中心としたＩＴ・デジタル関連機器および車載関連機器の製造

装置等の売上が好調に推移したほか、化学会社向けの高吸水性樹脂プラント設備の売上計上があったも

のの、既受注案件の売上計上が減少したため、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前第１四半期連

結累計期間と比べて1,565百万円減の26,204百万円（前年同期比5.6％減）となりました。また、営業利

益は53百万円増の721百万円（前年同期比8.0％増）、経常利益は173百万円増の962百万円（前年同期比

22.0％増）、四半期純利益は159百万円増の533百万円（前年同期比42.5％増）となりました。 

  

報告セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

プラント・エネルギー事業 

化学会社向けの高吸水性樹脂プラント設備の大口売上があったものの、既受注案件の売上計上が

減少したことにより、売上高は2,601百万円減の5,640百万円（前年同期比31.6％減）となりました

が、セグメント利益（営業利益）は115百万円増の261百万円（前年同期比79.6％増）となりまし

た。 

エレクトロニクス事業 

アジア地域を中心にＩＴ・デジタル関連機器製造会社向けの電子部品実装機等の販売が引き続き

好調で、売上高は501百万円増の7,149百万円（前年同期比7.6％増）、セグメント利益（営業利

益）は173百万円増の384百万円（前年同期比82.5％増）となりました。 

産業機械事業 

海外を中心に自動車関連業界向けの設備の需要が好調で、売上高は379百万円増の6,921百万円

（前年同期比5.8％増）となりましたが、セグメント利益（営業利益）は190百万円減の175百万円

（前年同期比52.1％減）となりました。 

海外法人 

米国での電子業界向け設備および車載関連機器の需要の回復に加え、中国・アジア諸国における

半導体実装装置関連および自動車関連業界向けの設備の販売が好調でありました。その結果、売上

高は38百万円増の5,747百万円（前年同期比0.7％増）、セグメント利益（営業利益）は75百万円増

の452百万円（前年同期比20.1％増）となりました。 

  

  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、3,184百万円減少の80,574百万

円となりました。これは主に、現金及び預金の減少に加えて、売上債権の回収に伴い受取手形及び売掛

金が減少したことによるものであります。 

負債合計は、3,061百万円減少の54,529百万円となりました。これは主に、仕入債務の支払いに伴う

支払手形及び買掛金の減少や短期借入金の返済によるものであります。 

純資産合計は、123百万円減少の26,044百万円となりました。これは主に、四半期純利益533百万円を

計上したものの、配当金の支払いやその他有価証券評価差額金の減少があったことによるものでありま

す。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ、384百万円減

少し、13,219百万円（前年同期比4,865百万円増）となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、回収による売上債権の減少やプラント関連の前受金の増加な

どがあったため、1,614百万円の増加（前年同期比4,004百万円増）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得などにより42百万円の減少（前年同期比

112百万円増）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済や配当金の支払いなどにより1,899百万円

の減少（前年同期比900百万円減）となりました。 

  

  

当社グループの業績は、アジア地域でのＩＴ・デジタル関連機器や車載関連機器等の需要が引き続き

好調であり、概ね予定どおりに推移しております。平成25年３月期通期の連結業績予想は、平成24年５

月11日に公表した内容に変更はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年

４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更

しております。 

なお、これによる当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利

益に与える影響は軽微であります。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,604 13,219

受取手形及び売掛金 42,809 36,976

商品及び製品 7,951 7,966

仕掛品 905 1,290

原材料及び貯蔵品 300 301

前渡金 7,056 10,019

繰延税金資産 715 603

その他 2,589 2,685

貸倒引当金 △112 △101

流動資産合計 75,821 72,962

固定資産

有形固定資産 1,784 1,753

無形固定資産 83 80

投資その他の資産

投資有価証券 5,146 4,836

その他 1,256 1,264

貸倒引当金 △333 △323

投資その他の資産合計 6,070 5,777

固定資産合計 7,937 7,611

資産合計 83,759 80,574

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 30,193 26,450

短期借入金 14,884 13,383

未払法人税等 1,702 314

前受金 7,891 11,900

引当金 1,350 905

その他 943 1,037

流動負債合計 56,965 53,991

固定負債

繰延税金負債 67 7

引当金 283 255

その他 274 273

固定負債合計 625 537

負債合計 57,591 54,529
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,105 5,105

資本剰余金 3,786 3,786

利益剰余金 18,063 18,176

自己株式 △1,214 △1,207

株主資本合計 25,740 25,859

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 343 105

繰延ヘッジ損益 △0 △56

為替換算調整勘定 △577 △596

その他の包括利益累計額合計 △234 △547

新株予約権 100 103

少数株主持分 560 628

純資産合計 26,167 26,044

負債純資産合計 83,759 80,574
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

売上高 27,770 26,204

売上原価 24,250 22,480

売上総利益 3,520 3,724

販売費及び一般管理費 2,852 3,002

営業利益 667 721

営業外収益

受取利息 9 7

受取配当金 60 47

為替差益 18 111

仕入割引 52 66

持分法による投資利益 2 41

その他 14 30

営業外収益合計 158 304

営業外費用

支払利息 15 27

支払手数料 15 17

その他 6 17

営業外費用合計 37 63

経常利益 788 962

特別利益

固定資産売却益 － 0

新株予約権戻入益 － 0

その他 － 0

特別利益合計 － 1

特別損失

固定資産除却損 － 0

投資有価証券評価損 4 －

その他 0 －

特別損失合計 4 0

税金等調整前四半期純利益 784 963

法人税、住民税及び事業税 105 175

法人税等調整額 266 147

法人税等合計 372 322

少数株主損益調整前四半期純利益 412 640

少数株主利益 37 107

四半期純利益 374 533
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四半期連結包括利益計算書
第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 412 640

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 35 △238

繰延ヘッジ損益 △18 △55

為替換算調整勘定 29 △18

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 46 △313

四半期包括利益 459 327

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 441 259

少数株主に係る四半期包括利益 17 68
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 784 963

減価償却費 78 77

株式報酬費用 14 4

貸倒引当金の増減額（△は減少） △52 △20

引当金の増減額（△は減少） △641 △473

受取利息及び受取配当金 △70 △54

支払利息 15 27

固定資産除売却損益（△は益） 0 △0

投資有価証券評価損益（△は益） 4 －

持分法による投資損益（△は益） △2 △41

売上債権の増減額（△は増加） 3,352 5,836

前渡金の増減額（△は増加） △1,220 △3,057

たな卸資産の増減額（△は増加） △759 △393

その他の流動資産の増減額（△は増加） 20 △45

仕入債務の増減額（△は減少） △2,108 △3,685

前受金の増減額（△は減少） △772 4,108

その他の流動負債の増減額（△は減少） 192 22

その他の固定負債の増減額（△は減少） 187 －

その他 △19 △86

小計 △998 3,180

利息及び配当金の受取額 72 57

利息の支払額 △13 △26

法人税等の支払額 △1,451 △1,597

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,390 1,614

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 67 －

有形固定資産の取得による支出 △210 △25

有形固定資産の売却による収入 － 3

無形固定資産の取得による支出 △8 △0

投資有価証券の取得による支出 － △4

貸付けによる支出 △1 △11

貸付金の回収による収入 2 2

会員権の売却による収入 － 2

その他 △4 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー △155 △42
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △540 △1,440

長期借入金の返済による支出 △37 △38

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 － 0

ストックオプションの行使による収入 － 4

配当金の支払額 △417 △421

その他 △1 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △998 △1,899

現金及び現金同等物に係る換算差額 20 △57

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,523 △384

現金及び現金同等物の期首残高 11,878 13,604

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,354 13,219
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 該当事項はありません。  

  

 【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 

 

注１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械・器具の賃貸や保守・

点検、保険代理業を含んでおります。 
  

２ セグメント利益の調整額△463百万円には、セグメント間取引消去20百万円、各報告セグメントに配 

  分していない全社費用△536百万円、たな卸資産の調整額47百万円およびその他の調整額４百万円が 

  含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
  

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  
  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額 
(注２)

四半期連
結損益計
算書計上
額(注３)

プラン
ト・エネ
ルギー 
事業

エレクト
ロニクス
事業

産業機械
事業

海外法人 計

売上高

外部顧客への売上高 8,242 6,647 6,541 5,708 27,140 630 27,770 ― 27,770

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

278 307 1,400 1,031 3,018 661 3,680 △3,680 ―

計 8,520 6,954 7,942 6,740 30,158 1,292 31,450 △3,680 27,770

セグメント利益 145 210 366 376 1,098 32 1,131 △463 667
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 

 

注１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械・器具の賃貸や保守・

点検、保険代理業を含んでおります。 
  

２ セグメント利益の調整額△552百万円には、セグメント間取引消去△13百万円、各報告セグメントに 

  配分していない全社費用△577百万円、たな卸資産の調整額38百万円およびその他の調整額０百万円 

  が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
  

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 ２．報告セグメントの変更等に関する事項 

  会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に

伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、

改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正

後の法人税法に基づく方法に変更しております。 

  なお、これによる当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。 

  

  該当事項はありません。  

  

  該当事項はありません。  

  

（単位：百万円）

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額 
(注２)

四半期連
結損益計
算書計上
額(注３)

プラン
ト・エネ
ルギー 
事業

エレクト
ロニクス
事業

産業機械
事業

海外法人 計

売上高

外部顧客への売上高 5,640 7,149 6,921 5,747 25,458 746 26,204 ― 26,204

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

146 1,288 412 1,885 3,733 453 4,186 △4,186 ―

計 5,787 8,438 7,333 7,632 29,192 1,199 30,391 △4,186 26,204

セグメント利益 261 384 175 452 1,273 0 1,274 △552 721

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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